
六甲アイランドにお住まいの皆様へ   

      

社会福祉法人協同の苑が、この六甲アイランドの地に誕生して、25年に

なりました。 

25 周年を節目に、これまで以上に地域の皆様が安心して暮らし続けら

れるよう、身近になった家族の高齢化、介護・福祉のニーズへの貢献を目

指して、このたび介護職員初任者研修を開催いたします。 

◆ 期間   2019年 10月5日（土）～2020年3月7日（土） 

※毎週土曜日開催（9:30～16:30）  

※講義21日間・現場実習2日間の合計23日間（計132時間） 

 

◆ 会場   RICグランクオーレ（講義）・にじの家（実習） 

      

◆ 講師   経験豊かな協同の苑の職員が丁寧に指導いたします 

 

◆ 定員   10名（定員になり次第締め切ります） 

 

◆ 受講料  20,000円（テキスト代6,995円含む） 

 

受講申込・お問合わせ 

 

担当  三宅 （協同の苑 にじの家 東灘区向洋町中3-2-6） 

 

TEL  （078）858-6266 （受付時間 月～金 9:00～16：00） 

 

MAIL helper-kouza@kyodo-no-sono.or.jp 

 

 

兵庫県事業指定番号 

第19119-2号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前説明会参加申込書（FAX専用） 

 

介護職員初任者研修担当 三宅行 

 

お名前  

ご住所  

連絡先  

ご希望日 

〇印をお願いします 

 

➀  8月24日（土）  

 

➁  8月31日（土）  

 

ご希望内容 

〇印をお願いします 

 

➀  説明会のみ参加  

 

➁  説明会参加と講座申込み  

 

➂  講座のみ申込み  

 

備考欄  

FAX番号：078-843-5030 

日程     ➀ 2019年8月24日（土） 

➁ 2019年8月31日（土） 

時間     10：00～10：30 

会場     協同の苑にじの家１階会議室 

          東灘区向洋町中3-2-6 

内容     ➀ 初任者研修カリキュラム日程表について 

②受講に関するお知らせ 

➂ その他 

担当     三宅（078）858-6266 

 



≪学則≫ 
介護員養成研修課程（通学） 

 
１．目 的 
 

協同の苑が六甲アイランドの地に誕生して25年になりました。 
25周年を節目に、これまで以上に地域の皆様が安心して暮らせるよう、 
身近になった家族の高齢化、介護・福祉へのニーズに貢献できることを

目指して、介護職員初任者研修を開催いたします。 
 

２．事業実施主体事務局 

および代表者 

 

社会福祉法人 協同の苑 

理事長  四鬼 剛 

住所   神戸市東灘区向洋町中3丁目1番地2 
 

３．研修事業の名称 
 

社会福祉法人協同の苑 主催 介護職員初任者研修コース（通学） 

４．研修事業の実施期間 
 

研修事業の実施期間 

 令和元年10月 5日 ～ 令和2年 3月 7日 

  

補講日  日程は研修期間内で相談の上決定します。 
（やむを得ない理由で研修の一部を受講できなかった方については補講

を行います。欠席は講座・演習の1割まで、それ以上の欠席は修了書を交

付できませんのでご注意下さい。） 
 

修了評価日 令和2年 3月 7日 

 

修了評価にて、理解度の高い順にA・B・C・Dの４区分とし、C以上で評価

基準を満たしたものと認定する。認定基準（１００点を満点評価とする）

A=９０点以上、B＝８０点～８９点、C=７０点～７９点、D=７０点未満（合

格点に満たない場合は補講・再評価を行います。） 
 

修了評価補講日    令和2年 3月 7日 

 

修了証書交付予定日  令和2年 3月 28日 
 

５．研修事業の実施場所 ＜講義・演習＞ 

 社会福祉法人 協同の苑ＲＩＣグランクオーレ 

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中3-2-2 

 

社会福祉法人 協同の苑六甲アイランドにじの家 

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中3-2-6 

 

 



６．研修カリキュラム・ 

講師氏名 
別紙「介護員養成研修課程（通学）カリキュラム」参照 
 
 

７．受講資格及び募集人員

   
健康な方で神戸市東灘区向洋町周辺に在住している方。 
定員：10名（開講必要人数は５名とする） 
 
 

８．受講申込手続き及び受

講者の決定 
 

① 申込書を提出していただき先着順で受付します。 

② 申込書を提出された方を対象に事前説明会を開催します。 

③ 事前説明会では本人確認できる以下いずれかのコピーが必要です。 

・戸籍謄本、戸籍抄本もしくは住民票 ・住民基本台帳 

・在留カード等 ・健康保険証 ・運転免許証 ・パスポート 

・年金手帳 ・運転免許証以外の国家資格を有する者について 

 はその免許証又は登録証 

④ 申込書及び必要書類の受付後、令和元年９月10日までに受講料を入

金していただいた方を受講生として決定します。 

⑤ 受講者の決定通知は順次、郵送します。 

 

 

９．受講者負担金    受講料：20,000円（テキスト代6,995円、実習費・補講料・保険料含む） 

 
その他：講義・演習先までの交通費は受講生の実費負担です。 

 
10．使用テキスト 一般社団法人 長寿社会開発センター発行 

・介護職員初任者研修課程テキスト 

 
11．研修認定の方法     全科目を無欠席、無遅刻、無早退で受講し、修了評価に合格した方を修

了者とし、兵庫県へ報告、修了証明書および終了証明書（携帯用）を交

付します。 

なお、やむを得ない理由で研修の一部を受講できなかった方は補講を行

います。 
 

12.欠席ならびに補講 

 

 

 

やむを得ない理由で研修の一部を欠席した人には、全研修時間数の概ね

１割を限度とし、補講を行います。 

（１）講義 

・欠席の代替措置として、講義を録画したＤＶＤによる受講後、 

レポートを提出していただきます。 

（２）実技講習 

・欠席は認めません。但し、やむを得ない事情の場合は補習を受けて頂 

き、規定の演習評価をもって受講とします。 

 



 

13.個人情報の取り扱いに 

  ついて 

 

 

 

① 受講生の個人情報は研修関連の連絡等の利用に限り使用します。 

② 研修終了後、修了者名簿を作成し兵庫県に提出します。 

③ 本人の許可なしに第三者に対して個人情報を開示、提供はしません。 

④ 講師および受講生の氏名、住所、電話番号等の問い合わせは一切受

け付けません。 

 

14.研修に対する苦情、 

要望等の相談窓口 

 

 

 

研修事業の苦情・相談窓口 

  社会福祉法人 協同の苑六甲アイランドにじの家 

介護員養成研修担当： 三宅 康平 

電話（０７８）－８５８－６２６６ 

 

15.情報開示について 

 

 

 

 

本研修事業については下記のホームページにおいて情報開示します。 

ホームアドレス 

http://kyodo-no-sono.or.jp 

 

16.特徴、受講生への 

  メッセージ等 

 

 

社会福祉法人協同の苑は、生活協同組合コープこうべが支援してつく

られた社会福祉法人です。コープこうべは長年、福祉活動を行ってきま

したが、その中で組合員から「特別養護老人ホーム」の開設を要望する

声が出てきたことを反映して1993年に誕生しました。 

 

協同の苑が大切にしている基本理念は「愛と協同」の思想を基本とし

ています。「愛と協同」のある社会を実現することは、地域共生社会の実

現にあります。たとえ介護が必要になっても、障がいがあっても、地域

で安心して暮らし続けるためのお手伝いとして、身近になった家族の高

齢化、介護・福祉ニーズに貢献できることを目的に介護職員初任者研修

を開催します。 

 

本研修事業では専任の講師を持たず、介護現場で実務を行う講師が講義

や実習指導を行うシステムです。介護現場により近い形式の実習を通じ

て多くのことが学べると好評です。 

 

 

 

 

 

 

＊受講時の注意 
  各講座を受けるにあたり通学には公共交通機関をご利用下さい。 
 

http://kyodo-no-sono.or.jp/
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科目内容（介護職員初任者研修課程カリキュラム表） 
 

実施主体：社会福祉法人 協同の苑 

研 修 名：社会福祉法人協同の苑 介護職員初任者研修コース（通学） 

研修期間：令和元年10月5日（土） ～ 令和2年3月7日（土） 

科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

(1)職務の理解 

 

（６時間） 

①多様なサービスの

理解 

○介護保険サービス（居宅、施設） 

○介護保険外サービス (1)－① 

②介護職の仕事内容

や働く現場の理解 

○居宅、施設の多様な働く現場におけるそれぞれの仕事内

容 

○居宅、施設の実際のサービス提供現場の具体的イメージ 

 （視聴覚教材の活用、現場職員の体験談、サービス事業

所における受講者の選択による実習・見学等） 

ケ○ケアプランの位置付けに始まるサービスの提供に至るま

での一連の業務の流れとチームアプローチ・他職種、 

介護保険外サービスを含めた地域の社会資源との連携 

(1)－② 

(2)介護におけ

る尊厳の保

持・自立支援 

 

（９時間） 

①人権と尊厳を支え

る介護 

（1）人権と尊厳の保持 

 ○個人としての尊重 ○アドボカシー 

 ○エンパワメントの視点 ○「役割」の実感 

○尊厳のある暮らし ○利用者のプライバシーの保護 

（2）ＩＣＦ 

 ○介護分野におけるＩＣＦ 

（3）ＱＯＬ 

 ○ＱＯＬの考え方 ○生活の質 

（4）ノーマライゼーション 

 ○ノーマライゼーションの考え方 

（5）虐待防止・身体拘束禁止 

 ○身体拘束禁止 ○高齢者虐待防止法 

 ○高齢者の養護者支援 

（6）個人の権利を守る制度の概要 

 ○個人情報保護法 ○成年後見制度 

 ○日常生活自立支援事業 

(2)－① 

②自立に向けた介護 （1）自立支援 

 ○自立・自律支援 ○残存能力の活用 

 ○動機の欲求 ○意欲を高める支援 

 ○個別性/個別ケア ○重度化防止 

（2）介護予防 

 ○介護予防の考え方 

(2)－② 

(3)介護の基本 

 

（６時間） 

①介護職の役割、専門

性と多職種との連

携 

（1）介護環境の特徴の理解 

 ○訪問介護と施設介護サービスの違い 

 ○地域包括ケアの方向性 

（2）介護の専門性 

 ○重度化防止・遅延化の視点 

○利用者主体の支援姿勢 

○自立した生活を支えるための援助 

 ○根拠のある介護 ○チームケアの重要性 

 ○事業所内のチーム ○多職種から成るチーム 

（3）介護に関する職種 

 ○異なる専門性を持つ多職種の理解 

 ○介護支援専門員 ○サービス提供責任者 

 ○看護師等とチームとなり利用者を支える意味 

 ○互いの専門職能力を活用した効果的なサービスの提供  

○チームケアにおける役割分担 

(3)－① 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

 ②介護職の職業倫理 職業倫理 

 ○専門職の倫理の意義 

○介護の倫理（介護福祉士の倫理と介護福祉制度等） 

 ○介護職としての社会的責任 

 ○プライバシーの保護・尊重 

(3)－② 

③介護における安全

の確保とリスクマ

ネジメント 

（1）介護における安全の確保 

○事故に結びつく要因を探り対応していく技術 

○リスクとハザード 

（2）事故予防、安全対策 

 ○リスクマネジメント 

○分析の手法と視点 

 ○事故に至った経緯の報告（家族への報告、市町への報

告等） 

○情報の共有 

（3）感染対策 

 ○感染の原因と経路（感染源の排除、感染経路の遮断） 

○「感染」に対する正しい知識 

(3)－③ 

④介護職の安全 介護職の心身の健康管理 

 ○介護職の健康管理が介護の質に影響 

 ○ストレスマネジメント 

○腰痛の予防に関する知識 

 ○手洗い・うがいの励行 

○手洗いの基本 

○感染症対策 

(3)－④ 

(4)介護・福祉

サービスの

理解と医療

との連携 

 

（９時間） 

①介護保険制度 （1）介護保険制度創設の背景及び目的、動向 

○ケアマネジメント 

○予防重視型システムへの転換 

 ○地域包括支援センターの設置 

 ○地域包括ケアシステムの推進 

（2）仕組みの基礎的理解 

 ○保険制度としての基本的仕組み 

 ○介護給付と種類 

○予防給付 

 ○要介護認定の手順 

（3）制度を支える財源、組織、団体の機能と役割 

 ○財政負担 

○指定介護サービス事業者の指定 

(4)－① 

②医療との連携とリ

ハビリテーション 

○医行為と介護 

○訪問介護 

○施設における看護と介護の役割・連携 

○リハビリテーションの理念 
(4)－② 

③障害者総合支援制

度およびその他制

度 

（1）障害者福祉制度の理念 

 ○障害の概念 

○ＩＣＦ（国際生活機能分類） 

（2）障害者総合支援制度の仕組みの基礎的理解 

 ○介護給付・訓練等給付の申請から支給決定まで 

（3）個人の権利を守る制度の概要 

 ○個人情報保護法 

○成年後見制度 

 ○日常生活自立支援事業 

(4)－③ 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

(5)介護におけ

るコミュニケ

ーション技術 

 

（６時間） 

①介護におけるコ

ミュニケーショ

ン 

（1）介護におけるコミュニケーションの意義、目的、 

役割 

 ○相手のコミュニケーション能力に対する理解や配慮 

○傾聴 

○共感の応答 

（2）コミュニケーションの技法、道具を用いた言語的コ

ミュニケーション 

 ○言語的コミュニケーションの特徴 

 ○非言語コミュニケーションの特徴 

（3）利用者・家族とのコミュニケーションの実際 

 ○利用者の思いを把握する 

 ○意欲低下の要因を考える 

 ○利用者の感情に共感する 

 ○家族の心理的理解 

○家族へのいたわりと励まし 

 ○信頼関係の形成 

○自分の価値観で家族の意向を判断し非難することが 

ないようにする 

 ○アセスメントの手法とニーズとデマンドの違い 

（4）利用者の状況・状況に応じたコミュニケーション 

技術の実際 

○視力、聴力の障害に応じたコミュニケーション技術 

○失語症に応じたコミュニケーション技術 

○構音障害に応じたコミュニケーション技術 

○認知症に応じたコミュニケーション技術 

(5)－① 

②介護におけるチ

ームのコミュニ

ケーション 

（1）記録における情報の共有化 

 ○介護における記録の意義・目的、利用者の状態を踏ま

えた観察と記録 

○介護に関する記録の種類 

 ○個別援助計画書（訪問・通所・入所・福祉用具貸与 

等） 

○ヒヤリハット報告書 

○５Ｗ１Ｈ 

（2）報告 

 ○報告の留意点 

○連絡の留意点 

 ○相談の留意点 

（3）コミュニケーションを促す環境 

 ○会議 

○情報共有の場 

○役割の認識の場（利用者と頻回に接触する介護者に 

求められる観察眼） 

 ○ケアカンファレンスの重要性 

(5)－② 

(6)老化の理解 

 

（６時間） 

①老化に伴うここ

ろとからだの変

化と日常 

（1）老年期の発達と老化に伴う心身の変化の特徴 

○防衛反応（反射）の変化 

○喪失体験 

（2）老化に伴う心身の機能の変化と日常生活への影響 

 ○身体的機能の変化と日常生活への影響 

 ○咀嚼機能の低下 

○筋・骨・関節の変化 

 ○体温維持機能の変化 

 ○精神的機能の変化と日常生活への影響 

(6)－① 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

 ②高齢者と健康 （1）高齢者の疾病と生活上の留意点 

 ○骨折 

○筋力の低下と動き・姿勢の変化 

 ○関節痛 

（2）高齢者に多い病気とその日常生活上の留意点 

 ○循環器障害（脳梗塞、脳出血、虚血性心疾患） 

 ○循環器障害の危険因子と対策 

 ○老年期うつ病症状（強い不安感、焦燥感を背景に、 

「訴え」の多さが全面に出る、うつ病性仮性認知症） 

○誤嚥性肺炎 

 ○病状の小さな変化に気付く視点 

 ○高齢者は感染症にかかりやすい 

(6)－② 

(7)認知症の理

解 

 

（６時間） 

①認知症を取り巻

く状況 

認知症ケアの理念 

 ○パーソンセンタードケア 

 ○認知症ケアの視点（できることに着目する） (7)－① 

②医学的側面から

見た認知症の基

礎と健康管理 

認知症の概念、認知症の原因疾患とその病態、原因疾患別

ケアのポイント、健康管理 

 ○認知症の定義 

○もの忘れとの違い 

 ○せん妄の症状 

○健康管理（脱水・便秘・低栄養・低運動の防止、 

口腔ケア） 

○治療 

○薬物療法 

○認知症に使用される薬 

(7)－② 

③認知症に伴うこ

ころとからだの

変化と日常生活 

（1）認知症の人の生活障害、心理・行動の特徴 

 ○認知症の中核症状 

○認知症の行動・心理症状（ＢＰＳＤ） 

 ○不適切なケア 

○生活環境で改善 

（2）認知症の利用者への対応 

 ○本人の気持ちを推察する 

 ○プライドを傷つけない 

○相手の世界に合わせる 

 ○失敗しないような状況をつくる 

 ○すべての援助行為がコミュニケーションであると考

えること 

○身体を通したコミュニケーション 

○相手の様子・表情・視線・姿勢などから気持ちを洞

察する 

○認知症の進行に合わせたケア 

(7)－③ 

④家族への支援 ○認知症の受容過程での援助 

○介護負担の軽減（レスパイトケア） 
(7)－④ 

(8)障害の理解 

 

（３時間） 

①障害の基礎的 

理解 

（1）障害の概念とＩＣＦ 

 ○ＩＣＦの分類と医学的分類 

○ＩＣＦの考え方 

（2）障害者福祉の基本理念 

 ○ノーマライゼーションの概念 

(8)－① 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

 ②障害の医学的側

面、生活障害、

心理・行動の特

徴、かかわり支

援等の基礎的知

識 

（1）身体障害 

 ○視覚障害 ○聴覚、平衡障害 

 ○音声・言語・咀嚼障害  

○肢体不自由 

 ○内部障害 

（2）知的障害 

 ○知的障害 

（3）精神障害（高次脳機能障害・発達障害を含む） 

 ○統合失調症・気分（感情障害）・依存症などの精神 

疾患 

○高次脳機能障害 

 ○広汎性発達障害・学習障害・注意欠陥多動性障害など

の発達障害 

（4）その他の心理の機能障害 

(8)－② 

③家族の心理、か

かわり支援の理

解 

家族への支援 

 ○障害の理解・障害の受容支援 

 ○介護負担の軽減 
(8)－③ 

(9)こころとか

らだのしくみ

と生活支援技

術 

 

（76時間） 

【ア 基本知識の学習（11 時間）】 

①介護の基本的な

考え方 

○倫理に基づく介護（ＩＣＦの視点に基づく生活支援、 

我流介護の排除） 

○法的根拠に基づく介護 
(9)－① 

②介護に関するこ

ころのしくみの

基礎的理解 

○学習と記憶の基礎知識 

○感情と意欲の基礎知識 

○自己概念と生きがい 

○老化や障害を受け入れる適応行動とその阻害要因 

○こころの持ち方が行動に与える影響 

○からだの状態がこころに与える影響 

(9)－② 

③介護に関するか

らだのしくみの

基礎的理解 

○人体の各部の名称と動きに関する基礎知識 

○骨・関節・筋に関する基礎知識、ボディメカニクスの 

活用 

○中枢神経系と体性神経に関する基礎知識 

○自律神経と内部機関に関する基礎知識 

○こころとからだを一体的に捉える 

○利用者の様子の普段との違いに気づく視点 

(9)－③ 

【イ 生活支援技術の講義・演習（51 時間）】 

④生活と家事 家事と生活の理解、家事援助に関する基礎的知識と生活 

支援 

○生活歴 

○自立支援 

○予防的な対応 

○主体性・能動性を引き出す 

○多様な生活習慣 ○価値観 

(9)－④ 

⑤快適な居住環境

整備と介護 

快適な居住環境に関する基礎知識、高齢者・障害者特有の

居住環境整備と福祉用具に関する留意点と支援方法 

○家庭内に多い事故 

○バリアフリー ○住宅改修 

○福祉用具貸与 

(9)－⑤ 

⑥整容に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

整容に関する基礎知識、整容の支援技術 

○身体状況に合わせた衣服の選択、着脱 

○身じたく ○整容行動 

○洗面の意義・効果 

(9)－⑥ 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

 ⑦移動・移乗に関

連したこころと

からだのしくみ

と自立に向けた

介護 

移動・移乗に関する基礎知識、さまざまな移動・移乗に

関する用具とその活用方法、利用者、介助者にとって負

担の少ない移動・移乗を阻害するこころとからだの要因

の理解と支援方法、移動と社会参加の留意点と支援 

 ○利用者と介護者の双方が安全で安楽な方法 

 ○利用者の自然な動きの活用 

 ○残存能力の活用・自立支援 

 ○重心・重力の働きの理解 

 ○ボディメカニクスの基本原理 

 ○移乗介助の具体的な方法（車いすへの移乗の具体的

な方法、全面介助でのベッド・車いす間の移乗、全

面介助での車いす・洋式トイレ間の移乗） 

 ○移動介助（車いす・歩行器・つえ等） 

 ○褥瘡予防 

 ※ 高齢者に関する内容に特化せず、視覚障害者や肢

体不自由者等の障害特性を踏まえた内容も併せて

教授する。 

(9)－⑦ 

⑧食事に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

食事に関する基礎知識、食事環境の整備・食事に関連し

た用具・食器の活用方法と食事形態とからだのしくみ、

楽しい食事を阻害するこころとからだの要因の理解と支

援方法、食事と社会参加の留意点と支援 

○食事をする意味 

○食事のケアに対する介護者の意識 

 ○低栄養の弊害 ○脱水の弊害 

○食事と姿勢 

○咀嚼・嚥下のメカニズム 

○空腹感 ○満腹感 

 ○好み ○食事の環境整備（時間・場所等） 

 ○食事に関した福祉用具の活用と介助方法 

 ○口腔ケアの定義 

○誤嚥性肺炎の予防 

(9)－⑧ 

⑨入浴、清潔保持

に関連したここ

ろとからだのし

くみと自立に向

けた介護 

入浴、清潔保持に関連した基礎知識、さまざまな入浴用

具と整容用具の活用方法、楽しい入浴を阻害するこころ

とからだの要因の理解と支援方法 

 ○羞恥心や遠慮への配慮 

 ○体調の確認 

 ○全身清拭（身体状況の確認、室内環境の調整、使用

物品の準備と使用方法、全身の拭き方、体の支え方） 

 ○目・鼻腔・耳・爪の清潔方法 

 ○陰部清浄（臥床状態での方法）○足浴・手浴・洗髪 

(9)－⑨ 

⑩排泄に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

排泄に関する基礎知識、さまざまな排泄環境整備と排泄

用具の活用方法、爽快な排泄を阻害するこころとからだ

の要因の理解と支援方法 

 ○排泄とは ○身体面（生理面）での意味 

 ○心理面での意味 ○社会的な意味 

 ○プライド・羞恥心 ○プライバシーの確保 

 ○おむつは最後の手段／おむつ使用の弊害 

 ○排泄障害が日常生活上に及ぼす影響 

 ○排泄ケアを受けることで生じる心理的な負担・尊厳

や生きる意欲との関連 

 ○一部介助を要する利用者のトイレ介助の具体的方法 

 ○便秘の予防（水分の摂取量保持、食事内容の工夫／

繊維質の食事を多く取り入れる、腹部マッサージ） 

(9)－⑩ 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

 ⑪睡眠に関連した

こころとからだ

のしくみと自立

に向けた介護 

睡眠に関する基礎知識、さまざまな睡眠環境と用具の活用

方法、快い睡眠を阻害するこころとからだの要因の理解と

支援方法 

 ○安眠のための介護の工夫 

 ○環境の整備（温度や湿度、光、音、よく眠るための 

寝室） ○安楽な姿勢・褥瘡予防 

(9)－⑪ 

⑫死にゆく人に関

連したこころと

からだのしくみ

と終末期介護 

終末期に関する基礎知識とこころとからだのしくみ、生か

ら死への過程、「死」に向き合うこころの理解、苦痛の少

ない死への支援 

 ○終末期ケアとは 

 ○高齢者の死に至る過程（高齢者の自然死（老衰）、 

癌死） 

 ○臨終が近づいたときの兆候と介護 

 ○介護従事者の基本的態度 

 ○多職種間の情報共有の必要性 

(9)－⑫ 

※ 【イ 生活支援技術の学習】においては、総時間の概ね５～６割を技術演習にあてる

こととし、その他の時間は、個々の技術に関連したこころとからだのしくみ等の根拠

の学習及び技術についての講義等に充てる。 

【ウ 生活支援技術演習（14時間）】 

⑬介護過程の基礎

的理解 

○介護過程の目的・意義・展開 

○介護過程とチームアプローチ (9)－⑬ 

⑭総合生活支援技

術演習 

（事例による展開） 

生活の各場面での介護については、ある状態像の利用者

を想定し、一連の生活支援を提供する流れの理解と技術の

習得、利用者の心身の状況にあわせた介護を提供する視点

の習得を目指す。 

 ○事例の提示→こころとからだの力が発揮できない要

因の分析→適切な支援技術の検討→支援技術演習→

支援技術の課題（１事例 1.5時間程度で上のサイクル

を実施する） 

 ○事例は、「高齢分野」（要支援２程度、認知症、片麻

痺、座位保持不可）から２事例を選択して実施。また、

２事例のうち、「障害分野」に関する事例を取り入れ

ることも可能。 

(9)－⑭ 

※ 本科目の６～11 の内容においても、「14総合生活支援技術演習」で選択する２事例と

同じ事例を共通して用い、その支援技術を適用する考え方の理解と技術の習得を促す。 

※ 本科目の６～11 の内容における各技術の演習及び「14総合生活支援技術演習」におい

ては、一連の演習を通して受講者の技術度合いの評価（介護技術を適用する各手順の

チェックリスト形式による確認等）を行う。 

(10)振り返り 

 

（４時間） 

①振り返り ○研修を通して学んだこと 

○今後継続して学ぶべきこと 

○根拠に基づく介護についての要点（利用者の状態像に応

じた介護と介護過程、身体・心理・社会面を総合的に理

解するための知識の重要性、チームアプローチの重要性

等） 

(10)－① 

②就業への備えと

研修修了後にお

ける継続的な研

修 

○継続的に学ぶべきこと 

○研修終了後における継続的な研修について、具体的に 

イメージできるような事業所等における実例 

（Ｏｆｆ―ＪＴ，ＯＪＴ）を紹介 

(10)－② 
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科(科目)名 内   容 実施計画 科目番号 

その他 入校式 入校式 
 

オリエンテーショ

ン 

・（別紙）学則等の説明、指導 

・自己紹介 

・訓練の心構えについてのガイダンス 
 

実習オリエンテー

ション 

実習に係る留意事項の説明 
 

修了評価（３時間） 介護職員初任者研修課程全般にわたる理解度の修了評価 
 

修了評価の補講 

・再修了評価 

・介護職員初任者研修課程全般にわたる補講 

・介護職員初任者研修課程全般にわたる理解度の再修了 

評価 
 

 



①講義会場：ＲＩＣグランクオーレ（座学）　　科目名に★印はにじの家（演習実施のため）

②テキストは長寿社会「介護職員初任者研修テキスト　２訂」 敬称略

区分 日付 時間 通学 科目番号 内容 講師名

10月5日（土） 9：30～12:30

・オリエンテーション
１．9：30～10:00　　法人挨拶（松井常務、松井施設長）
２．10:00～10：40　　事務局説明
・事務局紹介
・重要事項説明書（2部用意）
・全日程カリキュラムについて説明
・その他　諸注意
・受講生自己紹介
3.10:50～12：3０　施設見学（六甲アイランド、にじの家、ＲＩＣグランクオーレ）

10月5日（土） 13：30～16：30 3 （１）－① 多様なサービスの理解・介護職員初任者研修の位置づけ  松井あ・（松井常務）

10月12日（土） 9：30～12：30 3 （１）－② 介護職の仕事内容や働く現場の理解  梅林

10月12日（土） 13：30～16：30 3 （２）－① 人権と尊厳を支える介護  松井常務・（梅林）

講 10月19日（土） 9：30～12：30 3 （２）－① 人権と尊厳を支える介護  松井常務・（梅林）

10月19日（土） 13：30～16：30 3 （２）－② 自立に向けた介護  和田・（松井あ）

義 10月26日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑪ 睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　寺田・深草・山田

10月26日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑪ 睡眠に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　〃

11月2日（土） 9：30～12：30 3
（３）－①
　　　　②

（3）-①介護職の役割、専門性と多職種との連携
（３）-②介護職の職業倫理

 東中・（八木原）

11月2日（土） 13：30～16：30 3
（３）－③
　　　　④

（3）-③介護における安全の確保とリスクマネジメント
（３）-④介護職の安全

 木戸・（角岡）

11月9日（土） 9：30～12：30 3 （４）－① 介護保険制度  八木原・（東中）

11月9日（土） 13：30～16：30 3 （４）－② 医療との連携とリハビリテーション  木戸

11月16日（土） 9：30～12：30 3 （５）－① 介護におけるコミュニケーション  千原・（米村）

11月16日（土） 13：30～16：30 3 （５）－② 介護におけるチームのコミュニケーション  仲尾・（浦川）

11月23日（土） 9：30～12：30 3 （６）－① 老化に伴うこころとからだの変化と日常  深草・（角岡）

11月23日（土） 13：30～16：30 3 （６）ー② 高齢者と健康  木戸

11月　30日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑥ 整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　木戸・廣井・殿界

11月　30日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑥ 整容に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　〃

12月　7日（土） 9：30～12：30 3
（７）－①
        ②

（７）-①認知症を取り巻く状況
（７）-②医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理

 米村・（千原）

12月　7日（土） 13：30～16：30 3
（７）－③
        ④

（７）-③認知症に伴うこころとからだの変化と日常生活
（７）-④家族への支援

 樋川・（米村）

12月　14日（土） 9：30～12：30 3 （９）－① 介護の基本的な考え方  谷口・（千原）

12月　14日（土） 13：30～16：30 3 （９）－② 介護に関するこころのしくみの基礎的理解  梅林・（角岡）  

12月　21日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑧ 食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護         丸山・天野

12月　21日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑧ 食事に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　 西田・眞下

1月　11日（土） 9：30～12：30 3 （９）－④ 生活と家事  白井・（和泉）

演 1月　11日（土） 13：30～16：30 3 （９）－⑤ 快適な居住環境整備と介護  白井・（和泉）

1月　18日（土） 9：30～15：30 5 （９）－③ 介護に関するからだのしくみの基礎的理解  角岡・（寺田）

習 1月　18日（土） 15：30～16：30 オリエンテーション（現場実習について）  丸山・（中川）

1月　25日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑦ 移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　寺田・深草・長谷

1月　25日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑦ 移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　　〃

2月　1日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑦ 移動・移乗に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　寺田・川内・大森

2月　1日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑨ 入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　　〃

2月8日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑨ 入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　寺田・白井・山田

2月8日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑨ 入浴、清潔保持に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　　〃

2月15日（土） 9：30～12：30 3 ★（９）－⑩ 排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　丸山・長谷・中川

2月15日（土） 13：30～16：30 3 ★（９）－⑩ 排泄に関連したこころとからだのしくみと自立に向けた介護 　　　　　　　　　〃

2月22日（土） 9：30～12：30 3 （９）－⑫ 死にゆく人のこころとからだのしくみと終末期介護  木戸

2月22日（土） 13：30～16：30 生活支援技術のまとめ  木戸・寺田・丸山

2月29日（土） 9：30～12：30 3
（８）－①
　　　　②
　　　　③

（８）-①障害の基礎的
（８）-②障害の医学的側面、生活障害、心理・行動の特徴、
    かかわり支援等の基礎的知識
（８）-③家族の心理、かかわり支援の理解

 大田・（立野）

2月29日（土） 13：30～16：30 3 （４）－③ 障害者総合支援制度およびその他制度  立野・（大田）

3月7日（土） 9：30～14：30 4
（10）-①
　　　　②

（１０）-①振り返り
（１０）-②就業への備えと研修終了後における継続的な研修

 松井あ・角岡・（各部門長）

3月7日（土） 15：00～16：30 終了評価テスト  松井あ・角岡・（各部門長）

117

実 通学 実習番号 実習先

1月25日～2月29日 　　　実習振替 8

習 1月25日～2月29日 　　　実習振替 6

14

修了評価（　3　月　　7日 ） 1  松井あ・角岡・（各部門長）
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小計

補講日（        日）

合計

2019年度 六甲アイランド地域貢献事業 「介護職員初任者研修」 カリキュラム計画

小計

実習期間

(9)-⑬
      ⑭

①協同の苑六甲アイランド特養　　　　②協同の苑六甲アイランドデイサービス
③にじの家小規模多機能　　　　　　　④にじの家特養
⑤グループホーム　　　　　　　　　　　⑥認知症対応型デイサービス



実 習 プ ロ グ ラ ム 

実施主体：社会福祉法人 協同の苑 
実習実施期間：令和 2 年 1 月 25 日 ～ 令和 2 年 2 月 29 日 
 

実施方法 
 １．実習開始前までに「実習オリエンテーション」を実施し、実習施設と連携しながら、実習時の態度、服装、

高齢者への接し方、言葉遣い及び人権面での配慮等の心がまえについて訓練生に指導を行うとともに、実習に

おいて知り得た個人の秘密についても、個人の権利利益を侵害することがないよう訓練生に指導を行う。 
 ２．実習は、「(9) こころとからだのしくみと生活支援技術」内の「ウ生活支援技術演習」で下記内容の「介護 

実習」８時間、「在宅サービス提供現場見学」６時間を実施する。 
 ３．実習修了後、訓練生に各実習科目について「実習レポート」を提出させ、適切かつ効果的に行われたこと 

を確認する。 
 ４．実習の修了評価については、各訓練生に提出させた「実習レポート」に基づき、経験目標を達成したかを 

確認することにより行う。 
 ５．訓練生がやむを得ない理由により実習を欠席した場合は、「介護員養成研修事業実習受入承諾書（様式１号 

別紙５）」の実習受け入れ予定期間を超えない範囲で実習日を再調整し、必ず補講を行う。 
 
 
介護実習（８時間×１日） 
内 容 

 
・オリエンテーション、施設見学、職員紹介、利用者への紹介 
・１日の生活と介護業務の流れを把握 
・医療器具、福祉用具の使用方法、取扱いについての説明及び使用現場の見学 
・レクリエーション、グループ活動、行事、作業療法等に利用者とともに参加する。 
・補助業務（食事、入浴、排泄関連業務、環境整備等） 
・軽度者の食事・口腔ケア、衣類の着脱、排泄、入浴、移動・移乗等の介護を職員指導下で体験する。 
・申し送り参加 
・実習記録 ・実習反省会 

施設・事業種別 施設・事業所名 実習指導者名 実習者人数 

介護老人福祉施設 特別養護老人ホーム協同の苑 
六甲アイランド 

丸山 真実 3 名～5 名 

地域密着型介護老人福祉施

設入所者生活介護 
特別養護老人ホーム協同の苑 
六甲アイランドにじの家 

寺田 朋良 3 名～5 名 

指定認知型対応型共同生活

介護 
協同の苑六甲アイランド 
グループホーム 

北 いさ 3 名～5 名 

 
 
 

 
 
 



 
                      

在宅サービス提供現場見学（６時間×１日） 
内 容 

 
・オリエンテーション、施設見学、職員紹介、利用者への紹介 
・１日の生活と介護業務の流れを把握 
・医療器具、福祉用具の使用方法、取扱いについての説明及び使用現場の見学 
・送迎業務を見学 
・レクリエーション、グループ活動、行事、作業療法等に利用者とともに参加する。 
・補助業務（食事、入浴、排泄関連業務、環境整備等） 
・軽度者の食事・口腔ケア、衣類の着脱、排泄、入浴、移動・移乗等の介護を職員指導下で体験する。 
・申し送り参加 
・実習記録 ・実習反省会 

施設・事業種別 施設・事業所名 実習指導者名 実習者人数 

指定通所介護事業所 協同の苑六甲アイランド 
デイサービス 

千原 浩二 3 名～5 名 

指定小規模多機能型居宅介護

事業所 
小規模多機能型居宅介護 
協同の苑六甲アイランドにじの家 

深草 望 3 名～5 名 

指定認知症対応型通所介護 

事業所 
 

協同の苑六甲アイランド 
認知症対応型デイサービス 

米村 美智子 3 名～5 名 

     



 

別紙４      研修機関が公表すべき情報の内訳   令和元年5月28日作成 
   

    

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

  

 

 

 

 

 

情報の種類 内    容 

研修機関情報 

 

 

 

 

 

 

 

法人情報 

 

● 法人格・法人名称・住所等  

   社会福祉法人 協同の苑 

   〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中３丁目１番地２ 

● 代表者名、研修事業担当理事・取締役名 

   代表者 理事長    四鬼 剛 

   研修事業担当常務理事 松井 克彦 

● 介護保険事業を実施している場合・事業概要 

 法人HPをご確認ください。 http://kyodo-no-sono.or.jp 

● その他の事業概要 

 法人HPをご確認ください。 http://kyodo-no-sono.or.jp 

研修情報 

 

 

 

 

 

● 事務局事業所名称・住所等 

   社会福祉法人 協同の苑 

   〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中３丁目１番地２ 

● 理念（学則に定める開講の目的） 

   別紙「学則」参照 

● 学則 

   別紙「学則」参照 

● 研修施設、設備 

  ・協同の苑 ＲＩＣグランクオーレ 

  （住所：〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中3-2-2） 

  ・協同の苑 六甲アイランドにじの家 

  （住所：〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中3-2-6） 

● 研修施設の沿革  

 法人HPをご確認ください。  http://kyodo-no-sono.or.jp 

● 研修施設事業所の組織、職員数等 

 法人HPをご確認ください。  http://kyodo-no-sono.or.jp 

● 併設して介護保険事業を実施している場合・事業概要 

 法人HPをご確認ください。  http://kyodo-no-sono.or.jp 

研修事業情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の概要 

 

 

 

 

 

● 対象  

健康で神戸市東灘区向洋町周辺に在住している市民 

● 研修のスケジュール 

 令和元年10月 5日～令和2年3月 7日 132時間 

● 定員   10名  指導者数  32名 

● 研修受講までの流れ（募集、申し込み） 

  別紙「学則」参照 

● 費用  

  別紙「学則」参照 

● 留意事項、特徴、受講者へのメッセージ等 

  別紙「学則」参照 

課程編成責任者 ● 課程編成責任者名  

社会福祉法人協同の苑 法人本部 研修担当 三宅 康平 

 



 

研修カリキュラム 

 

 

 

 

 

実習機関の情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 科目別シラバス  

  別紙「介護職員初任者研修課程カリキュラム表」参照 

● 科目別担当講師名  

  別紙「担当講師一覧表」参照 

● 科目別特徴（演習の場合は、実技内容・備品、指導体制） 

別紙「介護職員初任者研修課程カリキュラム表」参照 

● 実習機関の名称・住所等 

法人HPをご確認ください。 http://kyodo-no-sono.or.jp 

● 実習機関の介護保険事業の概要 

法人HPをご確認ください。 http://kyodo-no-sono.or.jp 

● 実習施設の実習担当者名 

別紙「実習プログラム」参照 

● 実習プログラムの内容、プログラムの特色 

別紙「実習プログラム」参照 

● 実習中の指導体制・内容（振り返り・実習指導等） 

別紙「実習プログラム」参照 

修了評価 ● 修了評価の方法、評価者、再履修等の基準 

別紙「学則」「担当講師一覧表」参照 

講師情報 

 

● 名前  

  別紙「担当講師一覧表」参照 

● 略歴、現職、資格  

  別紙「担当講師一覧表」参照 

実績情報 ● ヘルパー２級 

  平成１５年度 ３回実施   67名参加 

  平成１６年度 ４回実施   81名参加 

  平成２４年度 ２回実施   28名参加 

 

● 初任者研修 

  平成２５年度 １回実施   12名参加 

  平成２６年度 ３回実施   51名参加 

  平成２７年度 ２回実施   36名参加 

  平成２８年度 １回実施   19名参加 

 

連絡先 ● 申し込み・資料請求先 

   別紙「学則」参照 

● 法人の苦情対応者名・役職・連絡 

別紙「学則」参照 

● 事業所の苦情対応者名・役職・連絡先 

別紙「学則」参照 

 

 



（様式第 1 号別紙 2－1）  
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担 当 講 師 一 覧 表 

 

実施主体：社会福祉法人 協同の苑 

研 修 名：介護職員初任者研修コース（通学） 

 
 
 
 

№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

76 松井 克彦 
（1）-① 

（2）-① 

介護福祉士（Ｈ11年/5月） 

社会福祉士（Ｈ14年/4月） 

無 

生活協同組合コープこうべ 

・地域担当、特養開設準備室（8年） 

社会福祉法人 協同の苑 

・介護主任、施設長（16年） 

社会福祉法人協同の苑 

・常務理事（8年） 

77 松井 敦 

（1）-① 

（2）-② 

（10）-① 

（10）-② 

介護福祉士（Ｈ5年/10月） 

介護支援専門員（Ｈ13年/6月） 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（4年）、相談員（２年５か月） 

デイサービス 

・相談員（6年） 

特別養護老人ホーム 

・施設長（６年４か月） 

 

78 梅林 由紀 

 

（1）-② 

（2）-① 

（9）-② 

介護福祉士（Ｈ11年/５月） 

社会福祉士（Ｈ８年/４月） 

有 

特別養護老人ホーム（通算２２年） 

・介護職員、相談員、介護支援専門員、 

地域包括社会福祉士、在宅部門課長等、 

サービス付き高齢者向け住宅 

・所長（２年） 

79 和田 尚己 

 

（2）-② 

 

社会福祉士（Ｈ22年/３月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職、生活相談員（１０年） 

・副施設長（２年） 

法人本部 

・人事総務課長（７年３か月） 

 

 



（様式第 1 号別紙 2－1）  
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

80 寺田 朋良 

（9）-③ 

（9）-⑦ 

（9）-⑨ 

（9）-⑪ 

介護福祉士（Ｈ17年/3月） 

 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（14年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（12年） 

 

81 深草 望 

（6）-① 

（9）-⑦ 

（9）-⑪ 

介護福祉士（Ｈ28年/4月） 

 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（8年） 

 

小規模多機能 

・管理者（1年6か月） 

 

82 山田 菜月 
（9）-⑨

（9）-⑪ 

社会福祉士（Ｈ22年/4月） 

介護福祉士（Ｈ26年/４月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（９年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（同上） 

 

83 東中 静 

（3）-① 

（3）-② 

（4）-① 

介護福祉士（Ｈ16年/4） 

社会福祉士（Ｈ12年/7） 

主任介護支援専門員（Ｈ26年/11） 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（３年）、生活相談員（２年）、 

・施設介護支援専門員（１年）、管理者兼介護支援専門員（２年） 

地域包括支援センター 

・社会福祉士（２年）、 

あんしんすこやかセンター 

・管理者兼主任介護支援専門員（４年６か月） 

 



（様式第 1 号別紙 2－1）  

3 
 

 
 
  

№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

84 八木原 愛 

（3）-① 

（3）-② 

（4）-① 

介護福祉士（Ｈ16年/５月） 

介護支援専門員（Ｈ18年/７月） 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年） 

・介護支援専門員（7年） 

居宅介護支援センター 

・介護支援専門員（５年10か月） 

 

85 木戸 壮 

（3）-③ 

（3）-④ 

（4）-② 

（6）-② 

（9）-⑥ 

（9）-⑫ 

介護福祉士（Ｈ18年/３月） 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（８年） 

・相談員（３年） 

特別養護老人ホーム 

・管理職（係長）１年 

 

86 角岡 弘子 

（3）-③ 

（3）-④ 

（6）-① 

（9）-② 

（9）-③ 

（10）-① 

（10）-② 

    

介護福祉士（Ｈ17年/4） 

有 

特別養護老人ホーム 

 ・介護職（8年） 

特別養護老人ホーム 

・介護主任、施設ケアマネジャー（6年） 

法人本部 

・教育担当（4年） 

87 千原 浩二 

（5）-① 

（7）-① 

（7）-② 

（9）-① 

介護福祉士（Ｈ11年/4） 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職（5年） 

小規模多機能 

・管理者（7年） 

デイサービス 

・主任（２年） 

デイサービス 

・主任相談員（3か月） 
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

88 米村 美智子 

（5）-① 

（7）-① 

（7）-② 

（7）-③ 

（7）-④ 

介護福祉士（Ｈ22年/４月） 

有 

ケアセンター 

・訪問介護員（４ヶ月） 

訪問介護 

・訪問介護員、サービス提供責任者、管理者等（５年６か月） 

社会福祉協議会 

・デイサービス相談員（５年） 

認知症対応型デイサービス 

・管理者兼相談員（２年４ヶ月） 

89 仲尾 亜希子 （5）-② 

介護福祉士（Ｈ22年/３月） 

介護支援専門員（Ｈ28年/１１月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（６年８か月） 

 

特別養護老人ホーム 

・相談員（２年８か月） 

 

90 浦川 智也 （5）-② 

介護福祉士（Ｈ21年/５月） 

介護支援専門員（Ｈ22年/５月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（６年６か月） 

 

特別養護老人ホーム 

・相談員（10年） 

 

91 北 いさ 
（7）-③ 

（7）-④ 

介護福祉士（Ｈ8年/４月） 

無 

特別養護老人ホーム（通算22年） 

・介護士、 

・デイ相談員、 

・施設介護支援専門員 

グループホーム 

・グループホーム管理者（１年） 
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

92 廣井 那実 （9）-⑥ 

介護福祉士（Ｈ28年/４月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（同上） 

 

93 殿界 邦夫 （9）-⑥ 

介護福祉士（Ｈ14年４月） 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（１０年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員、介護支援専門員（７年） 

 

94 谷口 道子 （9）-① 

介護福祉士（Ｈ28年/４月） 

無 

デイサービス 

・ヘルパー（６年） 

 

デイサービス 

・相談員（１年） 

 

95 丸山 真実 
（9）-⑧ 

（9）-⑩ 

介護福祉士（Ｈ25年/１１月） 

 

有 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（１０年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（同上） 
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

96 天野 多美 （9）-⑧ 

管理栄養士（昭和５９年/３月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・管理栄養士（２２年） 

 

特別養護老人ホーム 

・管理栄養士（同上） 

 

97 西田 なつみ （9）-⑧ 

介護福祉士（Ｈ28年/５月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（６年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護リーダー（１年10か月） 

 

98 眞下 浩美 （9）-⑧ 

管理栄養士（Ｈ2年/10月） 

 

 

無 

 

特別養護老人ホーム 

・栄養士（20年） 

 

特別養護老人ホーム 

・栄養士（同上） 

   

 

 

 

 

 

 

 

無 
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

99 白井 奈穂子 

（9）-④ 

（9）-⑤ 

（9）-⑨ 

介護福祉士（Ｈ２５年/７月） 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年） 

訪問介護 

・訪問介護員（１年５か月） 

 

訪問介護 

・訪問介護員（２年７か月） 

 

100 和泉 順子 
（9）-④ 

（9）-⑤ 

介護福祉士（Ｈ２６年/１２月） 

 

無 

ケアセンター 

・訪問介護員（３年） 

 

訪問介護 

・訪問介護員（２年２か月） 

 

101 中川 千広 （9）-⑩ 

介護福祉士（Ｈ25年/4月） 

 

 

無 

特別養護老人ホーム 

介護職員（10年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護リーダー 

102 長谷 建佑 
（9）-⑦ 

（9）-⑩ 

介護福祉士（Ｈ２８年/４月） 

 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（同上） 
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№ 講師氏名 科目番号 

資格(取得年月日) 
修了評価 

担当の有無 
略歴(経験年数) 

現在の職業(経験年数) 

103 川内 結 
（9）-⑦ 

（9）-⑨ 

介護福祉士（Ｈ２５年/６月） 

 

無 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年） 

 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（２年） 

 

104 大森 まゆみ 
（9）-⑦ 

（9）-⑨ 

介護福祉士（Ｈ27年/３月） 

 

 

無 
特別養護老人ホーム 

・介護職員（２年８か月） 

 

小規模多機能 

・介護職員（５年７か月） 

105 大田 晋平 

（8）-① 

（8）-② 

（8）-③ 

（4）-③ 

介護福祉士（Ｈ26/4） 

有 

生活介護施設、就労継続支援Ｂ型 

・生活支援員（9年） 

生活介護施設 

・管理者、サービス管理責任者（4年） 

法人本部 

・採用、教育、広報担当（1年） 

106 立野 普巳子 

（8）-① 

（8）-② 

（8）-③ 

（4）-③ 

介護福祉士（Ｈ１２年/５月） 

 

有 

特別養護老人ホーム 

・介護職員（７年５か月） 

障害者通所授産施設 

・生活支援員（１年） 

障害者通所授産施設 

・生活支援員、管理者（１４年） 

 


